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マツノザイセンチュウ抵抗性品種の開発状況

－新しい採種園から供給される種子の抵抗性－

１　研究の背景

　マツノザイセンチュウ抵抗性育種は、平成元

～３年に岩手県が保有する全ての精英樹の抵抗

性検定を行い、平成4年から採種を上位28精英

樹に限定することにより抵抗性を高めるという

成果を上げてきた。そして平成16年度には、こ

れよりも抵抗性の高い種子の供給を予定してい

る。この種子に期待される抵抗性を従来のもの

と比較したので報告する。

２　研究方法

　今回は、マツノザイセンチュウをアカマツ３

年生苗に人工的に注入し、その後の生存本数を

調べる「接種検定」での生存率を指標として用い

平成元年から平成11年までに行なった結果で各

家系の抵抗性を比較した。

３　結果

(1)平成４年以前には、保有する84精英樹全体か

ら種子採取を行なっていたので接種検定での平

均生存率は 31％であった（図－１青線）。
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(2)平成４年以降15年度までは、精英樹家系のう

ち当時の結果で生存率が高かった28精英樹（上

位28精英樹）に採種母樹を限定したため平均生

存率は 45％に上昇した（図－１赤線）。

(3)平成16年度から供給する種子は、上位28精英

樹を集め新たに造成した採種園産のもので、そ

の平均生存率は、上位28精英樹相互に人工交配

して育成した苗の接種検定結果に近いものと予

想される。これまで行った人工交配苗の平均生平均生平均生平均生平均生

存率は存率は存率は存率は存率は 5 45 45 45 45 4％％％％％であった（図－２）。

４　今後の展開

(1)上位28精英樹相互の人工交配を行なって得ら

れた苗に接種検定を行ない、その後も健全に生

育している個体を選び採種園を造成している。

(2)松くい虫被害林分から健全木を選び接種検定

で特に生存率が高い個体を選んでいる。

　以上の材料を組合わせ、採種園を造成すること

により、さらに抵抗性の高い種子を供給できるよ

う開発を進めている。

図－２　交配家系の接種検定生存率

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

1 11 21 31 41 51 61 71 81 91 101

順　　位

生
存
率
（
％
）

精英樹相互の交配苗の
平均生存率　54％

図－１　精英樹別生存率と平均
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